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1 狸々漆絵油壷（クリープランド美術館） 修理則

"Jar with Scenes of Frolicking Monkeys" (The Cleveland Museum -of Art) 
Before restoration 

2 修理後

After restoration 
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璽

~ 
3 (1多 J'lj!_ 1 iiJ 4 修判！後

ljcf orc rcsloral1011 /¥ rLcr rcsloral1011 

5 修J111. 1l r 1 6 修 J・'I!.後

13dorc rcsloraL1on /¥fLcr rcslorallon 
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Reproduced part,nm 

謳
I!! 

Urushi-c o 「 a 「 ro li c king monkey 
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1111'i 名：祝々漆絵油壼 一合

所）l淡：米 I 1~1 クリ ーブラン ド入帥i館



120 

ク リ ーブラン ド美術飩蔵

捏々漆絵油壺
漆芸品修復家 ・ 漆芸作家

~I じ小寸 緊

i11111 名 狗々漆絵油咄；．： 一合

所）1湖者 米 I kj ク リ ーブラン ド文術舟',;

保イ（修J用 は ' I勺成 ] 5 年）文、 16年度のニ ヵ 年 に I ( っ て実

施 した 。

法 斌 胴最大径 47.2cn 凶 さ 49. 4cm 

,',i', 1n J I多 斗犬

-の 油ヽ，蔽 ( lxl 1 ~ 6) は、鎌介 11、'i= 代(]4111: 紀） の

作 とさ れ、束人· 、'j= 所）1巌 の 下． 災文化財「！！，［漆油ヽ，蔽」

（図 9 ·J 0) にも火遥する物で、本休に IL!し1 本の反り を

ず、 'i= っ た ）WII が収り付けられてい たと 名： えられる。 以都

1ｷ::; 111 、'1・： に 伝 わ っ た 「島限人物恥l 川」 や 「）ンJ;i 1(1 j 古 与

経」の 中 に｝仇かれているように糾を掛けて枠に釣

リ 、 ー ．． 人 で但いで1打 ち迎んだと 、息 われる 。

木地は榔材 を横木取り で川い、木休に対 して縦横

に 四分内りでliJJ'.g1liJ巌で東各形し、）i(板 は柏の柾 II 椒 を I'l JI多

に 製材して嵌め込んでいると、思われる 。 ）if の賑 っ た

叫忙形 で 11 緑にはJ又りがあり）Jl,iJ には 四条の彫綜による

れている 。 木地の」に令而にイh

ィi"iせをした後に漆 卜地 を施し、黒漆を除 ってイし卜げ

>才している。 J又り のある II 緑から廿の内 1(1i 、 三段に 。i i Jar in Lh 

廻 らされた紐,:::: は朱漆を塗り、 紐喘で区切 られた蔽 of Todaiji (B) 

ト段の、I.'.'. 漆冷 1(1i に は 1叫休の狗々 の凶が朱漆で村，＼かれ

てし .'oJ 0 

胴の最も 府の販り 出 した所には四 ヶ 所に四弁花-·ゞ

の）形りが施 された金銅製円形金具 ( I区I ll) が収り付

け られて いる 。 この金具ぱ呂て取り 付け られていた

四本の ）H、II を 外し た跡；に取り 付け ら れたも の と考えら

れる。底板には 「正あ ん四ねん」（図 7) の墨書銘

があり、正安匹l年 (1302) という制作年代を推すこ

図 l

図10 米人: ~f:iil I 壺 (A)

ii Jar in the collection of 

Todaiji (A) 

'
 

~ 
：置；：

~ ヽ
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とのできる作品であ る 。 なお、束人守所）淑の illl·,蔽 には胴部に「束人＼『 油介之 祁； 11 ・：物 元徳且し」 の銘が

朱書されており、元徳了．年 (1 330) という 年代 と 推すことがで

記録によると、こ の祉I',蔽は ク リ ーブラン ド文術釘',; に 1984年 に収）,'成 されて い る 。

なお、クリーブラン ド必術節に於い て、 既に X綜'Iら＇計蔽彩が1 jわれて い る 為、今 1111 は X線与具撤彩を 1 1:

わなか っ た 。

図 2 図

図 5

図 4

図 6

図 1 ~ 4 修狸 1iri 側 1hi

dy, before res Lora Li on 

図 5~ 6 修理 1iri 底 1hi

llom, before restoration 
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'hincsc ink inscripLion on Lhc bollom board Crack on lhc body, be 「o re rrstorat,on 

（阪Hl;lk i}L 

令 1本 に 止け幻ヽ穴が確認 さ れ、本地令1本 に 虫食いが及んで い ると 名：えら i して しヽ る 。 l-'i= に ）氏 （ 図 (j) は 虫食

しヽによる破いが1'聞＇； く 、 本地が如 I', し て 水 'V· に 設 ;;忙する れができな い状態である 。 また 竹か ら I I 緑 ，/1Ji にか け

本地から 人 きく 欠担 し （図 1 2 ) 、 11 緑 部の 欠祖 も 激 しく令体の風合 しヽを 出ねている 。 また 、 ）JH の 木地按

合 ，1t l i の 一 • 部 には縦 ）jJ11] の 亀裂が生 じて い る （ 図 8 ) 。 亀裂が ）d に廻 らされた朱の紐-:: :・・（ 図 1 3 ) 、 令休の 、＇且漆

喰 ）l 岱 は経年劣化に よ っ て喰）l岱の 亀裂が令休に確認できる 。 亀裂 は 1、地 にまで及んでお リ、 卜地）怜 から喰）l羹

が剥落 し 、 イI i1'¥ｷ せが如 I', して い る 祁）所• も多く 兄 ら i し る 。 ク リ ープラン ド 必術 ft'1\の修判！． ，記鉢による と 、 収） l泌

I.:'i, し た後 に｀命 ） l災の 1呆介処 i在が施 さ i し 、 1141酸 ビニル系杜l脂 (AC 2 3 4 ) で喰）炭の ；J~ lj 落 止めを 1 jｷ っ た後、シ リ

ン 杜I')指系の 研）4切i剤 (OZ) で艶出 し の処 ;?,: が施 された。 これによ っ て喰 ） l如の 依lj 洛 は幾分抑 えら i してい Z

ものの 、 ！，悲漆命）l岱 の 加）Mの変化や ）d に雌柏した叫L (図 1 4 ) が樹）指 によ っ て 同めら れて し

閑猜敷で 、 令休の色 ，似 に追利感 を 'j,む える 。 后の販り 出 し 部 に取 り 付け ら れた JJLJ 弁化文金帥I製令具の 内 、 ―. } ,',,、

のみ令具の 一部が欠伍 し、内側に 嵌め込まれた ‘ り て椒 と 本1加の漆喰 1(1iがぷ出 して い る 。 こ の森出 しに 部分

の漆喰 I (1j は、 令具 に狡われていた ·j,;で光沢の あ る 1建仝 な状態で残 っ てお り 、 ' 1 ,, 初の状態 を 知 ることが出米

る ( lxll 5 ) 。

イl多 .f' l !.Ji 合 I ·

修 Jljl_ に つ いては奈艮杜凶縛物釘＇｛ 地下修.fl!'.玉にて北村謙―・ （昭斎 ） の監？督の下、 1 叶指走文化財に適川

れる 視状保イf修J~llの原肌 に碁づいて行 う可 ＇, と し、修理仕様の詳細につ い ては束京文化財研究所修似技術杵I I

恥 }JI!藤虹氏、所蔵者であ る クリーブラン ド美術飴保イ｛担当ブルース ・ ク リスマン氏と協議した 1て実施

し た。
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L~ 

JI 閃

図 1 I It i の IILI J; に取付け られた令Jlul 製 I 1J J I多令
11. 
ノヽ

) ppcr filling found on lh 

shou Icier, be 「o r

rcsloralion 

Shoulclcr be 「o re rcsloralion, parl with missing coaling 131ack urushi coa ling 「 il m observed from the missing parl 

film and clirl near the gilclecl copper filling, before restoration 
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修JI I)・ 1 1.:様

平成15年 ）＇］ ：

］ ． 束瓜文化財{iJ●「 究所から奈良 1 -1:. J 1'r_ ·J専物餡 地下修.f~I'.至に入祁j-i'11'i 1, り） IJ IIT にて移動、搬入した。

2 . 修即に先 立ち、類例である 束人奇に所）i'. 成 されている韮． 以文化財の ！悲漆油閲；．： 二合について 11 祝，J,' , I 杏 を

行い、 本地h罪辿、形状などについての比蚊狩料 とした。

修JIJ!_ 州の与真· 1蔽彩を 1 iｷ っ た 。 (4 X5 キ ャ ビネ版カ ラーボジ ）

4 . i呆 イ{-処刑に ） II いられた樹脂の除ムに川 いる溶剤 を選巫するために、 束ぷ文化財研究所にて 人 口灼応か

/Jう化 させ 、 J猛化ビニル樹脂 とシ リ コン樹脂を除イh した了板を川 い て ')ふ唸 を 1 iｷ い 、 除ムに川 い る裕 f'ilj <J

選巫をh っ た 。 その紺諜、 樹脂の除ムには工タノ ールを川 いる ＇ドで決巫した。

樹脂の除 1~-作業に先 1',: ち 、 漆唸股の欠失 ；~ii伽l 辺など漆和炭の糾 ・,-«が史に辿行する 危険性のある 箇所に

小 さく り） っ た ）(1(政紙を貼 り、低牛 を 1 iｷ っ た ( lxl 2 0) 。

6. 4 の決巫が出 た後、')翡祭に樹脂の除L作業に掛か っ た 。 エタノ ール70%水浴液で綿枠や柔らかし、本綿

化 を J I ! しヽ て樹脂 を拭 し , l[X っ て 11 f能な範 IJl:J 1J、l で樹脂の除L を 1 iｷ っ た 。

1"1 から 11 緑 irn にかけて本地から人き＜欠Hl し た 部分につしヽ て は所）1泌者、束以又化財1iH究所 と検 ， ；、「 しに

鮎米、欠HUI多状に合わせた ：且漆喰り イ I : Iｷ. げの袖材を 制竹 ；し、 本休 と は桜省·せずに ィi"rn見が 11J能 な形態

した（図2 1 · 22 )

8. 7 の検ふj紺渫を受けて補材の制作に取り 1l卜か っ た 。 まず i"i" と JiiJ JE多状の本地 を 良 く佗媒した栂で4叫'1

詞 じ 木収り）i ! 1 1 ) でロクロ挽きにて制作 （ 西村 11'i:本氏制作） し 、 そこ か ら欠 札 1 部 と I Ii j J I多に補材本地 を 切

り 出 し、 介 i 1'『せ、漆 卜地 を施 した後、 ：且漆と k: '.,I , し 11 漆の況介漆を喰 っ た （図 1 6 ~ 1 9) 。

目 GI 

` 
齊

図 1 7 1 1 緑部の補材制作 ・ 漆 I'・地

Reproducing the rim, urushi founclalion 

図18 完成した補材

Reproduced part completed 

区1 19 欠損部に補材を嵌めた状態

Reproduced part attached to the missing part 
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'I:. 
Facing with gamfJi paper parls of Lhc uru 。

shi coating film in clanger of lifling 

祝々漆絵油咄；: 125 

図22 欠廿 i!'ill

auring Lhe misRing area Lo make Lhc r 
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平成16年度

l . 1J I き続きエタノール水浴液を川 いて樹脂の

除l、•作業を 行 っ た 。 これによ っ て和l災表 I (1j 

の樹脂はある 程）支除ムする · j•;.が出米た。

た、 Ji f の 部分の付1\ してし、た杓 i し も 11]能な

範圃内で除l吋• する れが出米た 。 本地如 111 部

などに推栢 した朽れは、竹箆などを ） ll し

11 ]能な範 1 1 1 : 1 で掻 き 出 して除ムした。

‘‘ 朱漆喰り の 11 緑 部、 Jljiij に廻 らされた紐・：サ

祝々図 は、喰Jl岱表 l川の劣化のために朱の殺Ji

料がクリ ーニン グによ っ て 落ちる 危険性が

あるので、 l-lJ・： に注ぷ深くクリ ーニン グイ'I: 咲

を辿めた ( 1 ·x 1 23 ) 。

‘‘ 漆喰） l災が詔lj 落して イI i イ、 ＇『せがiぷ出 した ；''ill 分（

希釈 した 11 本州；: lｷ/1: 漆を設透させて強化 し

t-
'-0 

LI . クラックが生 じて 停 き I ·. が リ、剥落の危険

がある漆喰膜は窄隙；';: 1 1分にリグロイン で希

釈した父漆 を 合裟し、余分な漆を拭 き 」収 っ

た後、ポ リ J猛化ビニ リ テ‘ ン製フィルム、 7

ク リ ル板 を ; ;り き 、凧糸の阪）j などを ）心川 し

て ）~ I I J I~ して扱オ＇「 した （図 2LI ) 。

S. 漆喰膜ク叶J1 部 ），';·j 辺で和l闘断 1 ( 1 j の lば さ 分だけ

段）ドが1 1 ・・．じて しヽる） 祈は、 J[又リオ及 しヽ 11 .11・：に り I っ

掛か っ て糾落する恐れがあ るため 、 本）釆漆

乃翡で断 1(1 j を

） た 。

り、糾落防 ii ·. の処 ; ;り を h

6. 令 体())漆喰）炭 を 強化するため、 灯油で10イ爵

杓度に希釈した 11 本）;(Iｷ_!I: 漆 を ~r1: で喰 イI i し

て 含はさせ 、 ,:(z:媒しないう ちに リ グロ イン

で喰膜ふ(1 j の漆を ’ノ．凶令 に拭 き 」 収 っ た 。 ！且漆

部分はこの作業を 2 ' " ' 行 っ た 。 朱漆冷り部
分は 11 本）危索 リ，', 11 漆を ） II い て l, i J おKの イ'I:業を

1 I,, I 1 iｷ っ た 。

7 . )J,¥ 1 ( 1 i の 虫食による破担部 は、 し怜出 した本地

に希釈した II 本）;( I ·_! I ・：漆を I ·分に以透させ

て本地の強化を行 っ た後、空iH ,'\ I )や扶れた

;,；― I ) 分に本）釆漆を却酋して形状を袖 っ て 行 っ

た ( 1>< 1 25 ) 。 大 きな 欠祖部は約．［ の利い木

粉 を混ぜた木）釆漆から充限を初め、段階的

• I jij) 

'leaning Lhc coaliog rilm o 「 th e bocly (lcrt., be 「or

'leaning) 

l'rcss stabilizing Lhc Ii 「 ( N I Lli'UShi coat in~ rilm 

nsolidaling Lhc subslralc w i し h raw urushi ancl irn 

prcgnaling lwlwso i n lo しhe damaged parl 
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に本粉の米立 （を 釧かくし、形状 を 丸各 えて い っ た 。 本）釆の 如酋は じに 出食によ っ て袂 られた 部分のみと

し、 人）叫羹な形状の似尾などは1 jわず」波小眼 にとどめた。

Ji j の朱 ヽ：サ糸 II:J ,' ,:] 辺、 I I 緑の 虫食によ る 1V.砂 i 部 は高出 した本地に希釈 した II 本）；(lｷ_!I-: 漆を I ·分に汝透させ

て木地の強化を 行 っ た後、 本）米を如酋し て形状 を 収各 えた ( I '.叱 1 2 6 ~28 ) 。

9. 破担部 に 允瑣 した木）釆が I ·分 に屹媒 した後、 本）釆のふ(1i を リ ュー タ ーで{iHJ杓し て表 I (り を 格 え、 II 本州；:

上生漆を浸透させて ），'ill川 と 調和するようにイ 1 : u rた （図 29) 。

図 26 ,:[乞媒 した 木｝釆漆の必(1i を 11! 1而 して ），',I j)lj (J) 木質部 と ， J,',I rｭ
をあわせる

Grinding しh e surface o 「 lh c harclcnccl lwlmso in o rd e r し （）

adjust the parl Lo ils surroundings 

図28 木地の 11'怜r1 に木）釆漆を充限

lrnpregnaling lwlmso into dents in Lhc su bslral 1 ヽ

• 町 ゴ曰i ` 

~ 
図公） ，屹煤した木屎漆の如(1i を (i)I硲

; rinding Lhc surface of harclcnccl lmlmso 

L_  
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|火 1:3 0 祈 ， J,';J し た桐箱に油咄；．： を 収めた状態

bjecl placed in a newly-made paulownia slorage box 

藝
B
 

図 3 1 '如 ；化する 為に底に 版め込むXす、『台

'upporL Lo sL そtbil i zc Lhc objccL 

10. 現状のままでは扱地 1(1iがイ＜均約で安巫 しないため、底に i ,決まり込んで｝氏板で接して水平に保っ ための

I; 1咋台を制作した。 ｝氏板には糾咄銘もあるので、文栢台 は オ'i , ｷ. のクッションを 4守たせ 、 4炭触而が滑 ら

かで1炭小 11、'i= に 11 \0( た な いよ うにJJJL 且 I!.の訓かい ： ·' · '· 色の化繊イりで縫製し たものとした ( l:x l 3 1) 。

11. i呆イf箱 を新』，'i] した 。 (·P屈貪式罪で）氏にゲス板 を人れ、その I ·幽に --1~ 1111 1 1 を 載せて 出 し人れを行う 。 なお、ゲス板

を リ 1 き 出 した際に地血 と 桐箱 との高低必.. ：なく 安令に心品の収納作菜が出米 るように付屈の ;;it き 台 を 制作した。

( I火1 30))

12. 修裡後の写真撮彩を行 っ た（図32-37) 。 (4 X 5 キャ ビネ版カ ラーボジ）

13. 胴 に打竹かれた捏々図の模写 （図46-49) や塗膜表面か らの20倍顕微鏡デジタル与： J~ オ蔽彩（図38-43)

などを行い記録した。

14. 奈良国立博物館 地下修理室 より 美術品専用車にて東京文化財研究所へ運搬、返却した。

I -
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区1 32

図 34 図 3~

~ 

n
 圃駆

図33

悩1 36
図 37

図 32 ~ 37修Jlj!_後

/¥(Ler rcsloralion 

-J 
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1ｷ;<1:rn 黒漆喰I]災表 1(1j 品(i徽鋭 ' If.真 ((1各 JIJ\1 HiX20)

micrograph o 「 the sudacc o 「 lh c black urush1 

ｷoating film (bdorc rcsloralion, x20) 

図4 2 祝 々 図如(ii

The surface o f し h e design of lhe frolicking monkey 

図：19 黒漆喰JI災必 1 (1j 品fi微鋭 ' If真（修郎後X20)

似1 ヽ11 l'J.I ,I O <J) 品ii i敦射'!.' ';'良 (X20) 

micrograph o 「 ド i g . ,10 (x20) 

/¥ micrograph of Fig. 42 (x20) 

black urush, 
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類例 との比餃

束人: .'f" i1l1ｷ, 蔽 ( 1 3)

I IH1怜 39 . 2cm 1 :·:j さ :)7 . 2cm 

で□“軋 4 分，'ill 。
)J父 J I多 ）i i.l、: 1 村、 クト ともに憾I咀。

脚

朱紐盟の
数など

視イf しな い 。 ）jiu) の ,Jg リ 出 した 部分

L/ Iダ，I 所に令具あ リ 。

!JH に 4 木のものが 3 糾。
似·―• 本 あた リ 3 列 の彫線紐。
最 ド段に祝々 の朱漆絵。

JJ~{{ しなし ヽが、 ) JH に 4 水の )!1:11の wr、
が残 る 。

) JH に 4 本のものが 4 糾。
爛: . 本あた リ 4 列の彫線紐。

4 本のJWII が4吋本に取 り 付 , r ら i して
しヽ る 。

JIH に 3 ~くのものが 4 糾。
伽 本あた り 3 列の彫線紐。
現在の朱紐闊 とは追う ・ド,: ;;',: に 3 本

の紐盟の跡が確，；忍でさる 。

銘文など I I氏椒に ！，翡 ，り で
「 ii三 あん !Ill ねん」 (1302 年）

JJH 部 に 朱漆で / I L/ 1 jｷ 「東人: • 『」「泊 I JJH 部 に朱漆で /IL / ff 「東人: . 'f: 」「 i1l1
介 之」 「祁； 什 ：． 物」「）じ徳成」 ( 1 :no 介之」「常 ·fl :物」「）じ給訊」
,,I'-) 

= -育!:l

一—• --,-— -一
F
。

堕珈m

D
 )i I .J と11・ (13) in Lhc col lcclion or Tocla1J1 

of Tocla1J1 

図 11 6 図 ,, 図 11 8 図 ,1 9

|火 1 11 6 - 49 W ノ<' I火 I 1'ぶi,り',

l~cpr oducli on copy o 「しhe design of the frolicking monkey. 
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On the Restoration of "Jar with Scenes of Frolicking Monkeys" 

in the Collection of The Cleveland Musemn of Art 

amc of lhe object: "Jar with Scenes of Frolicking Monkey-" 

wncr: The Cleveland Museum of i¥.rl 

Period of restoration: JFY 2003-2004 (2 years) 

Dimensions: Maximum diameter of lhe body 47. 2cm 1 lcighl 49. 4cm 

The oil jar (Figs. 1-6) is said lo ha 

KITAMURA Shigeru 

Urushi Conservator/ /¥rtisl 

Lhc scrol 1 ℃ aricature of Animals and Humans" and lhc "Fan-paper J¥lburn of I lokckyo Sul ni" ,tl 

l(ozanji lcmple in Kyolo 

The subslralc is made from a block o[ zclkova wood in such a way lhaL lhc cul ends arc rll the sides 

of Lhc jar (yolwgidori, rather than a l しhe lop and bollom). T'his block was Lhcn cul vcrlic,tllv r111cl 

horizonlally inlo four parts, and the insid 

r the cnlir 

rmilion urushi. Four monkeys arc dcpicLccl in vermilion urushi on 

Lion of Lhe jar. 

There arc circular, gilclccl copper fitLin 

in the fourth year of Seian era (1302). The inscriptions written in vermilions on Lhc bodies of Lhc Oi I 

Jars in the collection of Todaiji read 束人封 油介之祁； 1主物元徳贔 suggesting that Lhey were mac! 

in the second year of Gentoku (1330) 

According to records, this oil jar was accessioned into the collection of The Cleveland Muscurn of 

Art in 1984. 

X-ray radiographs were not taken in the course of restoration since they had already been Lakcn 

at The Cleveland Museum of Art. 
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ndiLion o[ Dama 

There were in 

parLicularly severe on Lh 

Lhe jar flaL. A lar 

found over しhe entire surfa 

black urushi coating film and Lh 

nlirc jar Lhat extended Lo Lhe subslrale. Insccl damage wa 

6) and Lhe subsしra lc was exp 

Lhe rim wa 

aLing film had 

n this exposed portion had relained the original luslcr b reel by Lhe mcLal 

aLing film (rig. l5) fitting. It was therefore possible to sec Lhc original concliLion of Lh 

nduclcd unde r し he guidance o[ Kitamura Kcn'ichi 

[ 

mainlenan 

rch lnslilulc for Cullural 

Propcrlics, Tokyo and Bruce Chrislman, chic[ conscrvalor al The Cleveland Museum of Arl, Lh 

wner of the jar. 

Resloration Spccificalions 

for Lhc movcmcnL of arL objccl 

from LI 

ヽ, imi l a r black urushi oil jars in Lh 

[ Lhc subslrate and shape of Lh 

mparison 

PhoLographs were Laken o[ Lh 

LI. Jn o rde r し o selecl a solvenl for remov i ng しhe synLhcLic resins used in a previous restoration 
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6 . 

Lreatmenl, sample boards coated with polyvinyl acetate and silicon resins and artificially aged ell 

Lhe Institule were tested. As a resulL, it was decided to use ethanol in removing the rcsi ns 

Prior to removing the resins, small pieces of gam/Ji paper were adhered to the areas arnuncl LI 

missing coaling film where there was danger of furlher lifting of the coaling film (Fil-!. 公 ())

[f a 

Jn carrying oul Lbc above work, 

lnslilulc concerning Lhe largely missing parl Lhal exlendcd [ rom しhe neck Lo Lhc rim. /¥s ,t 1ｷcsull, 

o[ Lhe rnissi11g p,1rl 

removed when 11ccessc11ｷ 

Lhc neck. The clireclion of Lhc grain was k cpししhe same as on Lhc origin;-11, <tncl Lhc ctllachrncnl was 

shaped on a Lu ming wheel by N ishirnura N aoki. J¥flcr applying 1111110/.:.ise and unishi 「o u1 1c l , 1l ion, 

il was coaled wilh a rnixlurc o[ black urushi and s1t/!,"11ro111e 11ms/1i (Fig. 16 J9) 

.J apancsc Fiscal Y car 2004 

l . Removal of the resins was conlinuccl wilh clhanol and waler. IL was possible lo remove rC'si11s 

from Lhc surface of lhe coaling film somcwhal. IL was also poss ibl e し o remove Lhc clirl lh,tl hc1cl 

become aLLachecl Lo Lhe shoulder Lo a cerlain clegr I on LI 

、 ,ubs LraLc was removed by gcnlly scraping iL orr "'パし h a bamboo spatula. 

'incc Lherc was a risk of Lhe vermilion pigmenl used in Lhe vermilion urushi o 「 Lh c rim, the bell 

like clecoralions on Lhe body and Lhe drawings o[ Lhe monkeys becomin,g losL clu 

'S 0 「 c l ea ning ( I 打 g. 23) 

parls where lhe urushi coとtlin~ film hacl 

become li(Lecl, exposing Lhe 1111110/dse 

4 . Di I u Led 1111 r印— 11mshi was impregnalecl inlo gaps on Lh 

(cracking and where there was a risk o[ [ urLher I if Ling. A[ter wiping off Lh 

vinyliclene choloride resin film and an acrylic plaLe were placed on top of Lh 

was applied by making use of the Lension of a kite sLring (Fig. 24). 

只 The re was a risk that the coating film may b 

ating film to prevent further damage. 

ss urushi, 

6. In order to reinforce the entire urushi coating film, Japanese raw urushi diluted approximi'.tlcly I( 

times with kerosene was impregnated with a brush. Excess urushi was completely wiped o 「 f 「 r o rn

the surface with ligroin before it had hardened. This work was repeated twice for parls coaled 
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7 . 

wiLh black urushi. Similar work was done once on vermilion urushi-coaLcd parls using J a pa n•

s11g11ro111e 11ms/1i 

missing parls, filling w i しh lwl,uso vvas sla1tccl by [irsl using l,o!atso wilh 

raclually changing Lo one wiLh a finer grade Lo finish lhe shape. Filling wiLh lwlmso was limiLecl 

only to those parts that had been damaged by insects, and no large-scale reproclucLion o r し h

hape was made in this way. 

8. The exposed substrate on the area around the vermilion belt-like decoration on lhe shoulder and 

the parts on the rim that had been damaged by insects were reinforced by applying sufficienL 

amount of diluted Japanese raw urushi. The shape was lhen reproduced by filling wiLh lwlmso 

(Fig. 26-28) 

9. After the kokuso that had been used lo fill the damaged parls had hardened sufficiently, lb 

surface of the lwkuso w raw urushi was applied lo malch 

10. A support was made t bollorn of the jar at the time of 

restoration was not even. The supporl had Lo b 

31) 

11. A paulownia box was manufaclurcd lo slorc Lhc jar. /¥ lcendon-stylc door* was used and a sliding 

board was incorporated on Lhe bollom lo minimize handling. The object would be placed on top 

of this board. l¥.n exlra board was made so しh a l when Lhe sliding board is pulled out there would 

12. 

13. Reproductions of the drawings of しhe monkeys on Lhe body (Figs. 46-49) were made and microｭ

graphs (x 20) were taken of the surface of the coating film (Figs. 38-43). These will be kept a 

records. 

14. The object was transported from the restoration studio at the Nara National Museum Lo Lh 

Institute on a special truck for the movement of art objects. 

*The door sits within a rebate in the frame and can be removed by lifting il upwards inlo a recess which 1~· 

slightly deeper than the one at the bottom, then pulling it outwards with the aid of a fabric or bu ill—in hand! 

(see the illustration on p. 157) 
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Comparison with Similar Oil Jars 

Technical Term 

N11nol~ise イ店＇『せ

The process in which hemp cJoth is fixed on Lh 

surface of the wooden substrate with nori urushi. 

IL is done between !ifiigalame and ji-Lsuke in order 

Lo reinforce the wooden substrate and to prov id 

a [laL surf a 

M焔l・ ー I / rt IS加 女漆

/¥n adhesive made by mixing raw urushi into 

wheal flour that has been kneaded with water 

inLo a dough. Because it is strongly adhesive, it 

has been used in the manufacture of lianshitsu 

Buddha statues since the 8th century. Today it i 

used as an adhesive in treating damaged objects, 

in addition to being used as an adhesive for wood. 

dy 40. 4cm 

Koltuso 刻 り'

Urushi filler made by kneading sawdusL and hemp 

fibers inlo mug, ・ゴ/ !'US厖 It is used as shape formｭ

ing malerial, Lo LreaL cracks on substrates and to 

reproduce missing part 

{• bi 含if

Fine urushi foundation material used for the final 

ground layer. Raw urushi is added to tonoko 

which has been mixed with water into a paste. 

, abi is applied on the surface with a spatula or a 

brush 

嘔urome urus紺 索 、L且 17 漆

Raw urushi from which moisture has been 

removed. 




